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ム面と環境ストレス面は低い評価結果であったが、前回の2002 年の ESI 評価結果（78位）と比較
すると、国際貢献面の高い評価により順位を上げている。

































　ESI の考案者であるイェール大学のDaniel C. 
Esty 教授は、「ESIを基準として国別、指標別に環
境パフォーマンスを比較でき、価値ある政策ツー
ルを得ることが可能になる。また、ESIの評価を通
して環境持続性を向上させるような取り組みをお
こなう国とそうでない国との差が浮き彫りになり、
より良い成果を達成するためのプレッシャーが生
じる」と述べている。
　日本は、2002年発表のESIランキングでは 78位
であったが、今回は特に国際貢献面の評価を上げ
て30位となった。しかし、環境システム面（特に、
生物多様性・土地・水量）と環境ストレス面（特に、
大気汚染物質排出量・水・天然資源の管理）の評
価は低い結果として示されており、今後こうした
分野への一層の取り組みが期待される。
ESI ランキング抜粋
http://www.yale.edu/esi/ESI2005_Main_Report.pdf より
日本のESI 大分類別評価
http://www.yale.edu/esi/b_countryprofiles.pdf より
